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ᗂ⛶ᅬ教育実習における原因帰属が実習生のືᶵ࡙けに及ࡰす

効果についての検討 
The effects of causal attribution by contingency between an effort and 

a result on motivation in students of the teaching practice in 
kindergarten. 

㊊❧ 㑥Ꮚ・ᑠᯘ ⨾ἋᏊ・豊田 ᘯྖ 

Kuniko Adachi・Misako Kobayashi・Hiroshi Toyota 
 
本ᖺ度はಖ育・教育のᇶ本ᩥ᭩（ᗂ⛶ᅬ教育要㡿，ಖ育ᡤಖ育ᣦ㔪，ᗂಖ㐃ᦠᆺ認定こどもᅬ教育・

ಖ育要㡿）ᨵゞを࿘▱するᖺである。ಖ育⪅㣴成ᶵ関においては，ಖ育⪅㣴成のための教育相ㄯ・学

習ᣦᑟ・࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝㛤Ⓨにᙺ❧つ研究がồめられる。そこで本研究では，ᗂ⛶ᅬ教ㅍ㣴成を┠ⓗと

する教育課⛬において重要な఩⨨࡙けとなる教育実習をྲྀりୖࡆ，実習ᚋのᣦᑟに関わる⌮論ⓗなᯟ

について検討する。ᚑ᮶の実習ᣦᑟにおいては，実習へ行くまでの஦๓ᣦᑟがᙉ調され，஦ᚋᣦࡳ⤌

ᑟについては関ᚰがⷧかったという⫼ᬒがある（豊田, 1985）。豊田（1987, 1988）は，実習ᚋのᣦᑟ

にᙺ❧つ⌮論ⓗなᯟ⤌ࡳとして原因帰属⌮論を⏝い，このᯟ⤌ࡳが஦ᚋᣦᑟに有⏝であることをᥦ᱌

している。 

原因帰属⌮論とは Heider (1958)がᥦၐした，自分自㌟や௚⪅の行ືするືᶵを帰属する㐣⛬に関す

る研究をᣦす。Heider の帰属に対するᤊえ方について，Weiner, Frieze, Kukla, Reed, Rest, & Rosenbaum 

(1971; Weiner, Heckhausen, Meyer, & Cook, 1972 )は認▱ⓗなഃ㠃をᙉ調し認▱ⓗ帰属⌮論をᥦ᱌して

いる。さらに Weiner (1979; ዉ㡲, 1988) は Table 1 に示すように，成功・失敗の原因帰属がෆⓗかእ

ⓗか（ಶேにෆᅾする要因かእᅾする要因か），原因がᏳ定しているか不Ᏻ定か，原因が⤫ไྍ能か

ྰかという 3 つの次ඖにᇶ࡙いて行われると⪃えた。たとえば，ࢺࢫࢸの成績が悪かったことを一᫬

ⓗな努力に帰属し，௒回は努力が不㊊していたと⪃えたならば，ෆⓗ・不Ᏻ定・⤫ไྍ能な原因であ

Ᏻ定 不Ᏻ定 Ᏻ定 不Ᏻ定

ෆⓗ ᬑẁの努力 一᫬ⓗな努力 能力 気分

እⓗ 教ᖌの೫見 ௚⪅の᪥ᖖⓗでな
い᥼ຓ

課題の困難度 運

Table 1

 (Weiner, 1979; ዉ㡲�1988)

⤫ไྍ能 ⤫ไ不ྍ能

原因の఩⨨・Ᏻ定性・⤫ィྍ能性次ඖの⤌ࡳ合わࡏによる成功・失敗の認▱ⓗ要因 
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るから，次回は㡹ᙇればうまくいくかもしれないという期ᚅを生ࡌさࡏ，意欲を高める。一方で，能

力に帰属し，能力が㊊りなかったからと⪃えたならば，ෆⓗ・Ᏻ定・⤫ไ不ྍ能な原因であるから，

次回㡹ᙇったとしてもうまくいかないという失ᮃを生ࡌさࡏ，意欲がపୗする。すなわち，原因帰属

の௙方が，そのᚋの期ᚅや感情に影響し，さらにඛの行ືに影響すると⪃えられる。豊田（2016）は，

大学生を対象に，努力して成功した場合，努力ࡏず成功した場合，努力したが失敗した場合，努力ࡏ

ず失敗した場合の 4 つの௬᝿場㠃をタ定し，努力と結果の随伴性と，そのときの感情及び次へのືᶵ

࡙けについて検討した。さらに豊田・川﨑（2017）は，同様の 4 つの௬᝿場㠃をタ定し，そのときの

感情，次へのືᶵ࡙けにຍえ，原因帰属について検討した。その結果，努力帰属評定値と意欲度（ື

ᶵ࡙け）評定値との間にṇの相関関係を見いだしている。すなわち，努力に帰属することによってື

ᶵ࡙けが高まることを示し，努力帰属の重要性を示したᚑ᮶の研究（Dweck, 1975）を㏣認した。 

豊田（2016）と豊田・川﨑（2017）では，努力と成功についての௬᝿場㠃で評定している。本研究

では，ᗂ⛶ᅬ教ㅍ㣴成の教育課⛬における教育実習という⌧実場㠃での原因帰属がືᶵ࡙けに及ࡰす

効果を᫂らかにする。ලయⓗには，豊田・川﨑（2017）が⏝いた調査㡯┠を⏝い，努力と結果が随伴

している場合（随伴場㠃）と，それらが随伴していない場合（非随伴場㠃）との間における感情，原

因帰属及び次へのືᶵ࡙けについてẚ㍑する。また，4 つの帰属（ෆⓗ要因㸸努力・能力，እⓗ要因㸸

課題の困難さ・運）それぞれと，次への意欲度（ືᶵ࡙け）との関係についても検討する。 

⤖ᯝのண᝿ 

 豊田・川﨑（2017）をཧ⪃に，本研究における結果に関して，次の 6 つをண᝿した。1  

 㝶కሙ㠃䛸㠀㝶కሙ㠃䛻䛚䛡䜛評定್ 

（1）努力と成績が随伴している場㠃は，努力と成績が随伴していない場㠃よりも感情評定値（より

 。うࢁとする評定値）が高くなるであࠖࡌいい感ࠕ

（2）努力と成績が随伴している場㠃では努力と成績が対ᛂしているので，努力と成績が随伴してい

ない場㠃よりも努力帰属評定値が高くなるであࢁう。 

（3）努力と成績が随伴していない場㠃では，努力と成績が随伴している場㠃よりも，ෆⓗ・Ᏻ定・

⤫ไ不ྍ能な原因の能力帰属評定値や課題の困難さ帰属評定値は高くなるであࢁう。また，እⓗ・不

Ᏻ定・⤫ไ不ྍ能な原因の運帰属評定値が高くなるであࢁう。 

（4）努力と成績が随伴していない場㠃よりも努力と成績が随伴している場㠃の方が，意欲度評定が

高くなるであࢁう。 

 原因帰属の௙᪉䛸ពḧの┦㛵㛵ಀ 

                                                  
1 豊田（2016）と豊田・川﨑（2017）においてタ定された௬᝿場㠃は，努力して成功した場合，努力

ず失敗した場合のࡏず成功した場合，努力したが失敗した場合，努力ࡏ 4 場㠃であった。本研究にお

いては，努力して成功した場合と努力したが失敗した場合の 2 場㠃での検討である。これは調査対象

⪅のうちࠕ努力しなかったࠖと回答した対象⪅が 1 ྡであり，努力ࡏず成功した場合と努力ࡏず失敗

した場合の 2 場㠃を検討することができなかったためである。 
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（5）努力して成績が良かった（成功した）場合 

 成績が良かったのは，努力したからという努力帰属をすれば，次の実習においてもこの調Ꮚで㡹ᙇ

う。すなわち，努力ࢁど次の実習への意欲も高くなるであ࡯うとᛮう。したがって努力帰属が高いࢁ

帰属評定値と次回への意欲度評定値との間にはṇの相関が認められるであࢁう。 

（6）努力したが成績が悪かった（失敗した）場合 

 成績が悪かったのは，自分の努力が㊊りなかったからと努力帰属すれば，次の実習ではもっと努力

して㡹ᙇࢁうとᛮう。したがって努力帰属が高い࡯ど次の実習への意欲も高くなるであࢁう。すなわ

ち，努力帰属評定値と次回への意欲度評定値との間にはṇの相関が認められるであࢁう。 

 

᪉� ἲ 

 

ㄪᰝᑐ㇟⪅ 

調査対象⪅は，N ┴ୗのಖ育⣔ᑓ㛛学ᰯにᅾ⡠する学生 54 ྡであった。これらの学生は，2017 ᖺ

6 ᭶ึ᪪の 2 㐌間，ᗂ⛶ᅬ教育実習に⮫ࢇだ学生であった。調査対象⪅ 54 ྡのうち，5 ྡについては，

次の⌮⏤によりࢱ࣮ࢹの分ᯒから๐㝖した。調査対象⪅には 4 ྡの⏨Ꮚ学生がྵまれていたが，ᙜヱ

のᑓ㛛学ᰯにおける⏨ዪのẚ⋡は 1㸸9 であり，性差を検討するにはࣝࣉࣥࢧ数がᑡないことから，

この⏨Ꮚ学生 4 ྡを๐㝖した。ṧりの㸯ྡはࠕ努力しなかったࠖと回答したዪᏊ学生であった。ࠕ努

力しなかったࠖと回答した学生がこの学生㸯ྡであったため分ᯒから๐㝖した。したがって，本研究

ではዪᏊ学生 49 ྡ（平均ᖺ㱋 19.49 ṓ，SD=0.95 ṓ，⠊ᅖ㸻19~24 ṓ）を分ᯒ対象とした。 

ㄪᰝෆᐜ 

本研究では，豊田・川﨑（2017）による調査㡯┠を⏝いた。豊田・川﨑は，あるヨ㦂において，努

力して良い結果の場合，努力ࡏずに良い結果の場合，努力して悪い結果の場合，努力ࡏずに悪い結果

の場合の௬᝿ 4 場㠃をタ定し，それぞれの場㠃において，そのときの感情，4 つの原因帰属（努力，

能力，課題，運），次の実習に向けてどの⛬度努力するかという意欲度評定を 6 ẁ㝵で評定してもら

っている。本研究では，豊田・川﨑（2017）のような௬᝿場㠃ではなく，実㝿に教育実習に⮫ࢇでど

うであったかという⌧実場㠃についてၥうものであった。 

ㄪᰝ᫬ᮇとᡭ⥆ࡁ 

調査は，2017 ᖺ 7 ᭶ 15 ᪥と 20 ᪥であった。教育実習ᣦᑟの᫬間をά⏝し，↓グྡᘧで集ᅋⓗに

実᪋した。調査実᪋にඛ❧ち，調査┠ⓗ，ཧຍが௵意であること，࣮ࢩࣂ࢖ࣛࣉのಖㆤ，ᤵᴗの成績

には↓関係であることなどについてㄝ᫂した。調査対象⪅は，まず，実習୰ࠕ努力したか，しなかっ

たかࠖと実習ඛᗂ⛶ᅬからの評定がࠕ良かったか，悪かったかࠖについて回答した。次に調査対象⪅

は，ࠕ努力した㸭成績が良かった 努力した㸭成績が悪かったࠕࠖ， 努力しなかった㸭成績が良かっࠕࠖ，

た 努力しなかった㸭成績が悪かったࠖという㸲㏻りのうち，自分が回答したいずれか㸯つの場㠃ࠕࠖ，
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の㉁ၥ㡯┠に回答した。㉁ၥ㡯┠は，豊田・川﨑（2017）による，そのときの感情，4 つ（努力，能

力，課題，運）の原因帰属，次の実習に向けてどの⛬度努力するかという意欲度をᑜࡡる 6 㡯┠であ

った。ただし，4 つの原因帰属をᑜࡡる㡯┠において，成績がࠕ良かったࠖと回答した場合はࠕ努力

したから 能力が高かったからࠕࠖ， 課題が⡆༢だったからࠕࠖ， 運が良かったからࠕࠖ， とࠖした。一方で，

成績がࠕ悪かったࠖと回答した場合はᩥ⬦に㐪࿴感がないようࠕ努力が㊊りなかったから 能力がࠕࠖ，

పかったから 課題が難しかったからࠕࠖ， て㏫㌿࡭運が悪かったからࠖとし，それらの評定値はすࠕࠖ，

㡯┠としてᢅった。 

 

結果と考察 

 

ᇶᮏ⤫ィ㔞 

Table 2 にࠕ努力した㸭成績が良かったࠖと回答した群（௨ୗでは随伴群と࿧ࡪ）とࠕ努力した㸭

成績が悪かったࠖと回答した群（௨ୗでは非随伴群と࿧ࡪ）における，成績を見たときの感情評定，

努力した
努力しな
かった

努力した
努力しな
かった

随伴 非随伴 非随伴 随伴

感情 n=26 M 4.19
Ѹ

n=23 M 2.65
Ѹ

SD 0.92 Ѹ SD 0.56 Ѹ

帰属 努力 n=26 M 4.46 Ѹ n=23 M 3.09 Ѹ

SD 0.80 Ѹ SD 1.21 Ѹ

r .49* Ѹ r -.37 Ѹ

能力 n=26 M 3.12 Ѹ n=23 M 2.83 Ѹ

SD 1.12 Ѹ SD 0.82 Ѹ

r .31 Ѹ r -.02 Ѹ

課題 n=26 M 3.23 Ѹ n=23 M 3.96 Ѹ

SD 1.28 Ѹ SD 0.95 Ѹ

r .07 Ѹ r -.03 Ѹ

運 n=26 M 3.31 Ѹ n=23 M 4.91 Ѹ

SD 1.26 Ѹ SD 1.02 Ѹ

r -.07 Ѹ r .27 Ѹ

意欲度 n=26 M 5.35 Ѹ n=23 M 5.43 Ѹ

SD 0.78 Ѹ SD 0.77 Ѹ

* p<.05

ὀࠕ�成績が悪かったࠖと回答した対象⪅の�つの帰属の評定値はす࡭て㏫㌿㡯┠とした。

ὀ1）本研究においてࠕ成績良かった・努力しなかったࠖと回答した調査対象⪅はいな
かった。またࠕ成績悪かった・努力しなかったࠖと回答した学生は㸯ྡであったため，分
ᯒから๐㝖した。

Table 2

感情，�つの原因帰属及び意欲度評定の平均と6'，㸲つの原因帰属と意欲度評定値の関係（U）

成績良かった 成績悪かった
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4 つの帰属に関する評定，次回の教育実習への意欲度評定の平均値，及び 4 つの原因帰属評定値と次

回の教育実習への意欲度評定との間の相関係数とその有意性を示した。 

 

感情評定 

 随伴群と非随伴群との間における，成績を見たときの平均感情得点，次回への平均意欲度得点それ

ぞれについて t 検定を行い，群間における平均値の差を検討した。成績を見たときどのような気持ち

であったかという感情評定値は，随伴群の方が非随伴群よりも有意に高い評定をした（M=4.19 vs. 

2.65），（t = 6.82, p=.00, d=1.99）。努力して成績が良ければ快感情をもち，努力したにも関わらず成績

が悪ければ不快感情をもつ傾向が示された。これは，努力のある場合，成績が良かったこと（成功）

と悪かったこと（失敗）による感情評定への影響が大きくなることを示唆する（豊田・川﨑，2017）。 

4 つの原因帰属評定 

 随伴群と非随伴群との間における，成績を見たときの平均努力帰属得点，平均能力帰属得点，平均

課題困難度帰属得点，平均運帰属得点それぞれについて t 検定を行い，群間における平均値の差を検

討した。努力帰属評定において，努力をして成績が良かったと回答した随伴群の方が努力をしたにも

関わらず成績が悪かったと回答した非随伴群よりも有意に努力帰属評定が高かった（M=4.46 vs. 3.90），

（t = 4.64, p=.00, d=1.35）。努力と成績が随伴している場合の方がそうではない場合よりも，自分の努

力を高く評定することがわかった。豊田（2016）と豊田・川﨑（2017）と同様に，自分の努力と結果

が随伴している方がそうでないよりも努力評定が高くなり，努力と成績の随伴性が感情や次回への意

欲に重要であることが示された。能力帰属評定において，努力をして成績が良かったと回答した随伴

群と，努力をしたにも関わらず成績が悪かったと回答した非随伴群との間には有意な差はなかった

（M=3.12 vs. 2.83），（t = 1.00, p=.32, d=0.29）。この結果は，豊田・川﨑（2017）において努力をした

場合，成績が良かった方が悪かったよりも能力帰属評定値が高くなったことと一致しなかった。ただ

し，両群の評定値は自分の能力を高く評定するものではなく，成績が良くても悪くても能力にはあま

り帰属しない傾向があるといえる。課題難易度帰属評定において，努力をして成績が良かったと回答

した随伴群よりも努力をしたにも関わらず成績が悪かったと回答した非随伴群の方が，有意に帰属評

定が高かった（M=3.23 vs. 3.96），（t = -2.18, p=.03, d=0.64）。豊田・川﨑（2017）と同様に，課題の難

易度は努力と結果が随伴していない方がしているよりも易しかったと評定されることがわかった。運

帰属評定において，努力をして成績が良かったと回答した随伴群よりも努力をしたにも関わらず成績

が悪かったと回答した非随伴群の方が，有意に運帰属評定が高かった（M=3.31 vs. 4.91），（t = -4.76, 

p=.00, d=1.39）。 

 したがって努力と結果の随伴性は，努力帰属だけではなく，課題難易度帰属にも影響を与えること

が示された。しかし，本研究における能力帰属に，努力と結果の随伴性の効果は認められなかった。

これは，調査対象の学生たちの自己評価の表れ，すなわち自信のなさに起因するのかもしれない。運

幼稚園教育実習における原因帰属が実習生の動機づけに及ぼす効果についての検討 371



 ― � ―

帰属においては，両群とも評定値からࡳると，運が良かったもしくは悪かったとᛮっていないことを

示している。ただし，成績が悪かった群の方が良かった群よりも運が悪かったことへの帰属の⛬度は

పいといえよう。 

ពḧᗘ評定 

 次回の実習への意欲を評定した意欲度評定において，随伴群と非随伴群との間に有意な差はなかっ

た（M=5.35 vs. 5.43），（t = -.39, p=.70, d=0.10）。本研究における両群の評定は 5.00（かなり努力する）

を㉸える値となり，どちらの群も次回への意欲度が高く評定された。努力と成績が随伴していない場

㠃では努力と成績が随伴している場㠃よりも意欲度評定がపୗするとண᝿したが，そうはならなかっ

た。それは，努力帰属評定値において両群とも高い評定がされており，それに伴い，努力帰属が高ま

れば意欲度も高くなることを཯ᫎしている。 

原因帰属の⾜䜟䜜᪉䛸ពḧᗘ評定の┦㛵㛵ಀ 

ດຊ帰属䛸ពḧᗘ評定 随伴群における努力帰属と次回への意欲度評定との間に有意なṇの相関

が認められ，努力帰属が高くなれば次への意欲の高まることが示された（r=.49, p=.01）。これは豊田・

川﨑（2017）における結果と一致する。実習୰努力したので良い成績がྲྀれ，次の実習においてもこ

の調Ꮚで㡹ᙇࢁうという意欲の表れと⪃えられる（豊田・川﨑，2017）。しかし，非随伴群における

努力帰属と次回への意欲度評定との間の相関係数は有意傾向にとどまったが，実㉁ⓗには୰⛬度の値

が得られた（r=.-.37, p=.09）。豊田・川﨑（2017）からすれば，努力したのに成績が悪かった場合，自

分の努力が㊊りなかったから成績が悪かったと帰属すれば次回の実習ではもっと努力して㡹ᙇࢁう

とᛮい，努力帰属が高まれば次回への意欲も高まると⪃えられた。そして，豊田・川﨑（2017）では

⏨Ꮚ学生においてṇの相関が認められ，ୖグのண᝿がᨭ持されている。すなわち，自分は努力が㊊り

なかったから成績が悪かったと帰属すれば，次回の教育実習への意欲が高くなることを示している。

豊田・川﨑（2017）において非随伴᮲௳のዪᏊ学生では有意な相関が認められておらず，その関係が

᫂☜にはなっていない。本研究では㈇の相関の有意傾向が認められたことから，成績が悪かった場合

に努力不㊊に帰属すると，次への意欲がపୗするྍ能性が示された。本研究のཧຍ⪅はዪᏊのࡳなの

で，ඛの研究の結果とేࡏて⪃えると，性差が཯ᫎされているのかもしれない。�

⤫ไ୙ྍ⬟࡞せᅉ㸦⬟ຊ࣭ㄢ㢟ࡢᅔ㞴ᗘ࣭㐠㸧ࡢ࡬ᖐᒓとពḧᗘホᐃ 随伴群における能力帰属と

次回への意欲度評定との間，運帰属と次回への意欲度評定との間において有意な相関は認められなか

った（r=.13; r=-.07）。これらは，豊田・川﨑（2017）と一致する結果であった。また，随伴群におけ

る課題難易度帰属と次回への意欲度評定との間にも有意な相関は認められなかった（r=.07）。これは，

豊田・川﨑（2017）において有意な㈇の相関（r=-.26, p<.05）があったことに཯する結果であった。

さらに，非随伴群における能力帰属と次回への意欲度評定との間，課題難易度帰属と次回への意欲度

評定との間において有意な相関は認められなかった（r=-.02; r=-.03）。これらは，豊田・川﨑（2017）

と一致する結果であった。非随伴群における運帰属と次回への意欲度評定との間にも有意な相関は認
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められなかったが（r=.27），豊田・川﨑（2017）では有意な㈇の相関（r=-.30, p<.01）が認められてい

る。このように本研究では，随伴群と非随伴群ともに⤫ไ不ྍ能な 3 つの要因それぞれと次回への意

欲度評定との間には有意な相関が認められなかった。 

ᮏ◊✲の䜎䛸䜑䛸௒ᚋのㄢ㢟 

 豊田（2016）及び豊田・川﨑（2017）において，感情評定や意欲度評定は，努力と成果が随伴して

いる方が随伴していない場合よりも高く評定され，努力と成果が随伴性に対する認㆑が感情や意欲度

（ືᶵ࡙け）にとって重要であることが示された。本研究においても，努力して成績が良かった場合

と努力したにも関わらず成績が悪かった場合では，感情評定への差が大きくなることが示され，それ

が努力帰属の評定に཯ᫎされた。次回への意欲度評定では，๓⪅とᚋ⪅との間で差が認められず，い

ずれの場合においても意欲度は高く評定された。 

 ௨ୖのように，本研究は豊田・川﨑（2017）の結果と一致する結果も得られたが，一致しない結果

も得られた。不一致の原因は，本研究が教育実習という⌧実場㠃を⏝いた検討であることが一つの⌮

⏤である。௒ᚋは，教育実習ᚋの学生に⪺きྲྀり調査を行い，学生の認㆑傾向を☜かめて，教育実習

に関する帰属を検討するための調査ᙧᘧや方ἲを⪃᱌することがᚲ要である。 
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